
小松教区教化テーマ「このままでよいのだろうか。～出遇おう、ほんとうのいのちに～」 

救いへの道は、人間が神の恵みにふさわしく 

なろうとする努力にあるのではなく、 

神を信頼し自らをゆだねる信仰のみにある 

マルティン・ルター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  
  

８月の集中豪雨によりまして、被害を受けられましたご寺院・ご門徒・地域の皆様に

は心よりお見舞いを申しあげるとともに、一日も早い復旧を念じます。 

 さて、本山、近隣教区（大聖寺教区・金沢教区・福井教区）、関係団体（大聖寺教区

坊守会・金沢教区仏教青年会）から小松教区へいただいた見舞金は総額１１１万５，０

００円となっております。先般、教区災害対策救援本部を開催し、いただいた見舞金を

含めて教区内への見舞金等を協議し、以下のように給付することになりましたのでご報

告いたします。 

まず、ご門徒に対しての見舞金については、徳橋組門徒会の中で、特に被害が大きい

中ノ峠・嵐町門徒会、中海町門徒会、国府地区内の門徒会（重世話方・字世話方）に見

舞金（合計４０万円）をお渡ししました。そして、被災報告があった５カ寺にはすでに

教区共済から見舞金（合計１３０万円）を給付していますが、特に被害が大きい２カ寺

には、あらためて見舞金（合計２０万円）をお渡ししました。また、被災された多くの

方々への支援と災害復旧にあてていただくため、小松市に寄付金（義援金）５０万円を

お渡ししました。 

今後も皆様方には、くれぐれも災害に対しての備えを十分にしてお過ごしいただきま

すようお願い申しあげます。 
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平日午前 9 時～午後 5時 



慶讃テーマ「南無阿弥陀仏 人と生まれたことの意味をたずねていこう」 

 
  
●小松教区帰敬式（おかみそり）で９４名が受式 

９月２日（金）、大谷暢文（宣心院）鍵役の御参修によ

り、常磐会館（小松教務所）において小松教区帰敬式（おか

みそり）が執行され、９４名（男性４６名・女性４８名）が

受式されました。 

本年度も昨年度と同様、新型コロナウイルス感染拡大防止

の為、午前の部・午後の部と２部に分けて、定員を各回５０

名に限定して開催しました。 

受式者は、帰敬式に先立って田中昭親氏（淨昭寺前住職・

矢崎町）より「帰敬式の意義」と題しての帰敬式法話を聴聞

しました。その後、帰敬式執行（剃刀の儀）、午前の部は教

区声明会の加藤雅輝氏（遠慶寺住職・中町）に、午後の部は

木本憲仁氏（等覺寺住職・向本折町）にお内仏のお給仕と正

信偈の稽古をいただきました。 

新たに仏弟子として誕生された皆様、おめでとうございま

す。（報告:小松教務所書記 兒玉義慧） 

 

●いのちを育むプロジェクト「稲刈り」開催 
９月３日(土)に"いのちを育むプロジェクト"「稲刈り」 

の開催予定でしたが、雨天の為、芋掘りとなりました。 

大人６名子ども６名、計１２名の方々にご参加いただきま

した。雨の中、みんな泥だらけになりながら、大きなさつま

いも（紅はるか）を掘りました。翌日は晴天となり、千木野

町の山口好正さんが稲を収穫して下さり、本山に進納する御

仏供米として教務所に持ってきてくださいました。 

（報告:青少幼年教化部門幹事 前川賢真） 

 

●いのプロ御仏供米を本山へ進納しました 
９月１６日（金）、東本願寺へ収骨代行と御仏供米の進納

に参りました。雲のほとんどない青空の下、車で京都へ向か

います。今回はコロナウイルス感染拡大の影響で、参加者は

大人だけになりました。道中、敦賀から滋賀へ山道を抜けた

り、琵琶湖の側を走ったのですが、その景色を子ども達に見

てもらえないことが残念でした。 

千木野町の田圃で収穫されたお米を本山へ届けると、お坊さんたちがたいへん喜んでおら 

れました。今回届けたお米は東本願寺で 11月に行われる報恩講でお供えされるそうです。 

（報告:青少幼年教化部門 白城真史） 

帰敬式の様子 

剃刀の儀 

芋掘りの様子 

いのプロ田んぼで記念撮影 

感謝状を頂きました 



小松教区教化テーマ「このままでよいのだろうか。～出遇おう、ほんとうのいのちに～」 

●２０２２年寺院・教会報恩講日程一覧について 
１０月から教区内の各寺院・教会においては、真宗門徒の最も大切な御仏事である報恩

講が勤修されます。例年であれば、報恩講日程一覧表をお届けしておりますが、今年度も

新型コロナウイルス感染症の影響により、日時・内容等の変更があるため、教務所からは

一覧表の送付はいたしません。詳細につきましては各寺院に直接お問合せいただきますよ

うお願いします。 

なお、今年度より『歳末助け合い募金』を再開させていただきますので、ご理解ご協力

をよろしくお願い申し上げます。 

●宗祖親鸞聖人御誕生八百五十年・立教開宗八百年慶讃法要 

「稚児」募集について 

１ 期  日  （１）【第１期法要 庭儀】２０２３年４月８日（土） 

        （２）【第２期法要 庭儀】２０２３年４月２９日（土） 

２ 対  象  小学校６年生まで 

３ 種  別  稚児、役稚児（※役稚児は法具を持っていただきます。付添い不可） 

４ 募集人数  （１）【第１期法要】稚児９０名、役稚児１０名 

        （２）【第２期法要】稚児９０名、役稚児１０名 

        ※募集人数を超えた場合は、本山本廟部にて抽選を行います。 

５ 募集期間  ２０２２年９月１日（木）から２０２２年１２月１５日（木）まで 

６ 冥 加 金  稚児１０，０００円、役稚児１５，０００円（衣装・化粧・記念品代） 

７ 持 ち 物  タオル、白色下着（丸首の場合衣装から露出します）、足袋白色靴下 

８ 日  程   ９：００ 受付 

         ９：３０ 着替え・化粧 

        １１：３０ 集合・整列（大寝殿） 

        １２：００ 庭儀（大寝殿→大玄関→烏丸通→御影堂門→御影堂） 

        １５：３０ 終了予定（大寝殿にて記念撮影後解散） 

９ 申込方法  慶讃法要特設サイトから「稚児申込書」をダウンロード出来ます。 

        また、教務所にも申込書があります。 

10 そ の 他  （１）宿泊場所は各自で手配ください。 

        （２）食事は各自でお取りください。 

        （３）新型コロナウイルス感染症拡大の状況により、上記日程を変更  

または中止とする場合があります。 

このたびの宗祖親鸞聖人八百五十年・立教開宗八百年慶讃法要は、宗門をあげてお勤

めすることを願いとし、次代を担う子どもたちには、法要において伝統されてきた稚児

として庭儀に加わっていただき、法要を荘厳していただきたいと存じます。この稚児に

参列された御縁が、本願念仏の教えに生きる人としての法縁となることを念じつつ、ご

案内申し上げます。 



慶讃テーマ「南無阿弥陀仏 人と生まれたことの意味をたずねていこう」 

本山・連区・その他の月間行事予定 

・真宗同朋の会全国交流研修会 10/12（水）～10/14（金） 

［月岡温泉 新潟県新発田市月岡温泉 453］ 

 

 小松教区・大聖寺教区 月間行事予定表 【２０２２年１０月】 

  小松教区 大聖寺教区 

1 土   

2 日 
日曜講座 9：30 

 講師 波佐谷 聰 氏（小松教区 松岡寺） 
 

3 月   

4 火   

5 水  靖国問題学習会 13：30 

6 木   

7 金 
両教区解放運動推進部門会議 10：00 ［zoom 会議］ 

坊守会役員会 13：30  

8 土   

9 日   

10 月 祝日 

11 火   

12 水 

十二日講 9：30 
講師 日野 暁洋 氏（小松教区 蓮光寺） 

組門徒会長会 11：30 
 

13 木 九日講組総会 10：00 ［妙觀寺］  

14 金   

15 土   

16 日 
日曜講座 9：30 

 講師 中谷 寧 氏（小松教区 淨誓寺） 
 

17 月 
 

真宗聞法会 10：00 

 講師 佐野 明弘 氏（大聖寺教区 光闡坊） 

両教区坊守会懇談会 14：00 ［大聖寺教務所］ 

18 火   

19 水   

20 木  
真宗入門講座 10：00 

 講師 伊勢谷 功 氏（大聖寺教区 常願寺） 

21 金  是旃陀羅学習会 13：30 

22 土   

23 日   

24 月 両教区解放運動推進部門会議 14：00 ［zoom 会議］ 

25 火   

26 水 講師会・同朋の会懇談会 14：00 ［大聖寺教務所］ 

27 木  性差別継続学習会 10：00 

28 金   

29 土   

30 日   

31 月 新教区準備委員会 正副主査会 15：00 ［小松教務所］ 

※ 感染状況によっては、延期・中止等の判断も

あり得ますので、各主催者・団体にご確認を

お願いします。 

※ 行事については、各教務所にお問い合わせく

ださい。 


